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〈鉄研より〉 コロナ時代になってから初めての上毛電鉄イベントだと思います。つ

まりこの部誌も上電イベントで公開されるのは相当久しぶりとなります。当然何代

か世代交代が行われていて、部誌も慣れないところが多いながらも丹精込めて作

成しました。部員の個性が存分に発揮されたものだと思いますので是非御熟読く

ださい。 

〈表紙の写真〉C11 275 栃木県内にて 鉄研顧問 小林先生撮影 
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湘南新宿ライン・上野東京ラインの実態 

                ３１３７ 吉野 佑亮 

１.はじめに 

 前橋始発の E231 系や E233 系が直通する先として、湘南新宿ラインや上野東京ラインが知

られている。前橋始発であることは前橋市民にとって大変喜ばしいことであるが、今回は都心

直通ルートに焦点を当て、２路線の概要、利用状況を私の調査(そこまで大袈裟なものではな

いが)を交えて論じることとする。 

 

２.湘南新宿ラインと上野東京ライン 

 当然だが、新宿を経由するのが湘南新宿ライン、東京を経由するのが上野東京ラインである。

両者ともグリーン車連結の E231系と E233系が使用されているのは共通点であるが(上野東京

ライン開通前は湘南新宿ラインでは E231 系のみが運用されていたようだが)、上野東京ライン

の方は行き先などが高崎線と宇都宮線でかなり共通しているのに対し、湘南新宿ラインは高

崎線が小田原行き(東海道線直通)、宇都宮線が逗子行き(横須賀線直通)と大きく異なる。また、

上野東京ラインがほぼ線内各駅停車なのに対し、湘南新宿ラインはさいたま新都心駅を通過

する他、高崎線-東海道線系統は日中特別快速として小田原〜熊谷で快速運転を行っている。 

 筆者は池袋・新宿・渋谷の副都心を経由する点で湘南新宿ラインを好む。上野、丸の内や

新橋も良いのだが、繁華街としてはやはり前者が勝る。さらに、同線は中里トンネルや蛇窪信

号場など上野東京ラインでは通らない、本来貨物線である経路を通るため、そのような施設を

楽しむことができる。ただ、上野東京ラインは新幹線の上部を通る神田の高架橋が最も興味深

いところではある。とはいえやはり湘南新宿ラインの興味深さにはかなわない。利便性としては

快速運転を行う点で湘南新宿ラインが、上野や東京の都心を通る点で上野東京ラインが勝り、

用途に応じて使い分けたい。 

 

３.湘南新宿ライン・上野東京ライン利用者の実態 

 湘南新宿ラインは上野東京ラインほど利用者が少ないという印象があるが、国土交通省の

「大都市交通センサス」によると、最大駅間の利用者数は、上野東京ライン(常磐線系統を除

く)・湘南新宿ライン関係では東海道本線では川崎〜品川(上り)の 206,967人で最も多く、次に

高崎線の宮原〜大宮(上り)の 163,200 人となっている。特に東海道本線の同区間のピーク集

中率(混雑時間帯の利用率)は 36.7%でかなり高い。本題の湘南新宿ライン区間では赤羽〜池

袋(南行)で 106,125人、上野東京ラインは上野〜東京(南行)で 125,453人となっていて、やは
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り上野東京ラインの方が利用者が多い。一方、直通の需要より独自の区間の方が多いので、

拠点駅での乗り換え(品川は特に多いだろう)が多いことがうかがえる。しかし、ピーク時には直

通区間でも定期がかなりの割合をしめていることは変わりなく、実際通勤需要は相当であると

思われる。１日あたりの利用者数に湘南新宿ラインと上野東京ラインで差はあるが、ピーク時に

はさほど差がなく、湘南新宿ラインは副都心への通勤需要をよく捕らえていそうだ。また湘南

新宿ラインは通学定期が上野東京ラインに比べ相当多く、池袋から渋谷にかけて山の手に中

学校・高校が多いことをよく示している。 

 

４.実際にはどうか 

 ここでは湘南新宿ラインと上野東京ラインの利用状況を実際に私の目で見て確認する。私は

群馬県民のため宇都宮線は割愛する(乗ったことがない)。 

 

(１)湘南新宿ライン＜南行＞：朝時間帯 

 高崎線系統の湘南新宿ラインは前橋始発もあるので、我々は前橋発を利用することが多い

だろうが、私は前橋出発時点で１両に５人も乗っていることを見たことがない(私が乗るのは６時

台であることが多いからだろうか。以前午前中に乗車した際は適度に乗っていた)。高崎に近

づくにつれ徐々に乗客は増えて行き、高崎では座席が少し埋まる程度であろうか。(一昨年の

定期戦で高崎高校を訪れた際、このように高崎駅に行ったのだが、それ以上に八高線から予

想を遥かに超える数の乗客が降りていた。ここは渋谷か新宿かと見間違うほどだった。本数と

両数が少ないために密度が大きくなってしまうのだろうが、八高線を侮っていた。その後筆者

は高麗川行きではあるが八高線を利用したのだが、なるほど平日の朝であっても相当の乗客

はいた)。ここまでの乗客数は平日休日ともあまり変わらなそうである。 

 高崎を出発し、倉賀野、新町、神保原と過ぎていくがそこまで乗客は乗っていないが、徐々

に増えていき、熊谷ではいつの間にか立客がいる。しかしそれよりも、朝の時間帯は本庄あた

りですれ違う高崎方面の列車に平日・休日ともかなりの乗客がいることに毎回驚かされる。埼

玉県北部はやはり高崎などの群馬県とのつながりが深いようだ。筆者は電車通学を行ってい

ないため電車を利用する前高生にこのあたりの実態を聞いてみたい。 

 熊谷から先も行田はそれほど乗客が多くないが吹上、鴻巣でかなりの人が乗ってきてここで

席がほぼ埋まる。思うにはここからの北本、桶川、上尾で大量の乗客がおり、ここで高崎線はピ

ークを迎える。先日乗車した上野東京ラインは北本で立客が現れた。特に朝の桶川、上尾の

乗客の多さには驚かされる。しかしその乗客も大宮でかなりが降り、降りる人数より乗る人数は

少なく、大宮〜赤羽では上尾ほどの混雑はなさそうというのが印象である。 

 さて、赤羽からは湘南新宿ラインの独自区間となる(筆者はその中でも特に中里トンネルと駒

込駅付近の下町感を楽しむ)。当区間では池袋、新宿、渋谷と経る中で徐々に乗客は少なくな
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り、恵比寿、大崎ではもう混雑とは言えなくなっている。武蔵小杉、横浜ではゆっくりと電車旅を

楽しむようになる。 

 

(２)湘南新宿ライン＜北行＞：夕方時間帯 

 私が乗車したのは横浜だった。いつものようにボックス席に座ろうと思うが座れない。立って

いると、武蔵小杉で座ることができた。横浜や武蔵小杉で乗客の入れ替わりがかなりあるようだ。

やはり都心に向かうにつれ乗客は増え(大崎ではまだ混んでいないため、筆者は都心からの

帰りに大崎を使うことも多い)、新宿、池袋と続々と乗ってくる。すると、筆者が別の日に経験す

ることになる、大宮からの大量乗車をさばききれずすし詰めになる事態が発生するのだろう。夕

方時間帯の高崎線下りは相当混み、宮原ではこの先どうなるかと思うが、おおかた上尾で多

数降り、桶川、北本でほぼ混雑は終わる。時間帯にもよるが、鴻巣、熊谷でだいたい座れるよ

うだ。早い時間帯であれば本庄まで立客が多いこともある。しかし、倉賀野のあたりのガラガラ

に慣れた体に、高崎での乗り換えで意外と多い両毛線が重く響く。 

 

(３)上野東京ライン＜北行＞:夕方時間帯 

 次は上記のような筆者の印象ではなく、実際に乗車時に調査したものである(前述の通り、大

袈裟な調査ではない)。 

 筆者はある４月の土曜日に上

野東京ラインを熱海から高崎ま

で乗り通す取り組みを行った

(取り組みというほどのものでは

ない。偶然そうなった)。乗車は

10 号車のボックス席で調査に

は向かないが、４時間耐久にはロングシートは勘弁していただきたい。なお、私のほかに前高

生２人が同行した。 

 以下の乗降客の人数は１０号車からの乗降で、ほかの車両は含まれていないほか、筆者の

目視による概数であることをご了承いただくと幸いである。 

 まず、熱海発車直後、海を鑑賞した。我々が熱海から乗り通したのはそれが目的だ。しかし

直後に長いトンネルで、本当に海が十分に見られるのか不安になった。湯河原付近はトンネ

ルも多く、比較的内陸部にあり、海はあまり見られなかった。 

 湯河原・真鶴両駅では適度な乗車があった。ここからメインイベントの海鑑賞が行われた。真

鶴を過ぎると線路沿いに海が見えるようになり、もと有名撮影地の白糸川橋梁を渡り、金網に

囲まれながらもよい景色が見える。根府川ではほぼ乗降がないが、数人がホーム向かい側の

海の景色がよいところで記念撮影をしているのが見えた。我々も降りてみたかったが、時間の
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関係上仕方ない。根府川駅は古来有名撮影地であり、寝台特急が往来している姿をフィルム

に収める者は多かったのだろうか。 

 根府川〜早川は最も海が見

える場所である。根府川発車

直後から東海道本線は海沿

いの崖の上を走り、下の道路

に邪魔されず、高台から眺め

ることができた。いくつかトン

ネルがあり、枯れ草が邪魔を

するところもあるが、根府川〜

早川はおおむねよく見える。

とくに車内からは発車直後が

よく見えたが、撮影地としては

関東で最も美しい地点(勝手に)である石橋橋梁が有名で、車窓からもよく見えた。当地は「西

の余部、東の石橋」(←今名付けた)と山陰本線の余部橋梁と並び称される風景が美しい橋梁

(私が思うに)で、私が昨年訪    ↑石橋橋梁(昨年 7月撮影)    今回車内から撮影↓ 

れた際も撮り鉄が１名いらっしゃった。 

 早川で海の最接近は終わり、建物の合間

から少し見える程度であるのが国府津あた

りまで続く。早川では１、２組が乗車したが、

小田原ではあまり流れがなく、意外に思わ

れる。鴨宮ではかなりが下車し、熱海発車

時の状態より少し空いているくらいとなっ

た。国府津では１、２人が下車し、６分ほど

停車した。ここまで一貫して親子連れ、若

者同士の組が多く、ビジネス客は全く見ら

れなかった(そもそもビジネス客はボックスの車両を利用しないのか)。次の二宮では１、２人ほ

どの乗降があった。このあたりは、右は丘陵で木々が立っているが、左は住宅地、空き地、畑

地であった。 

 平塚で２０人程が乗車、茅ヶ崎でも２０人くらいが乗車し、夕方の都市圏といった印象を出し

始めるが、やはり通勤客は見られない。東京都心から神奈川近郊方向への通勤は土日であっ

てもあまりなさそうだ。辻堂で一気に３０人程が乗車、かなり混雑を見せてきた。親子連れ、若

者、下校の学生が多い。車窓は工場と住宅地が占め、神奈川の都会の様子である。 

 藤沢でかなり乗降があるだろうと予想していたが、やはり藤沢では３０人程が入れ替わった。

ここで車内の混雑を見てみると、向かい側の窓が見えないくらいの混み具合であった。車窓は

駅付近に高層〜低層のマンションが、駅間は工場がほとんどを占める。しばらくして鎌倉車両
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センター脇を通過し、出庫中の成田エクスプレス、留置中の E235 系が見える。大船では立客

がほぼいなくなる印象だったが、新たな立客を取り込んで発車した。沿線にはマンション、工

場、アパートが立ち並んでいた。戸塚は若者が１０人ほど乗車。沿線は相変わらずマンション、

工場であった。トンネルを抜け切り通しを通ると、川の谷間に沿った線路から向かいの岸の崖

上に戸建てが立ち並ぶのが確認できた。そのような中、マンションの密度が大きくなり、商業施

設が目立ってくると横浜に到着した。 

 横浜では、京浜東北線の車内が確認できたが、立客がいる程度で、あまり混雑していなそう

だった。さて、当の東海道線は、ドア付近に立客が相当増加し、試合を見てきたと思われる横

浜 DeNA のユニホームを身につけた女性客も立っていた(後日筆者が試合結果を調べたとこ

ろ、その日は DeNA は中日と対戦し３-１で勝利したようだ。おめでとうございます)。横浜から鶴

見川を渡るあたりまでは中層マンションと戸建てが混在し、鶴見川を渡り川崎に近づくと１０階

以上のマンションが多くなってくる。川崎では車内の４分の１ほどが入れ替わり、隣に座ってい

た客も入れ替わった。川崎発車直後に多摩川を渡り、都内に入ったが、沿線はアパートや集

合住宅が多いのは変わらない。３階建ての戸建ても見える。大森では繁華街も見られた。その

後超高層ビルが急激に増えたところで品川に到着し、乗客は適度に入れ替わった。 

 東京モノレールと超高層ビルを見ながら新橋に到着、かなりの降車があった。そのあたりで

E531 系、E257 系に遭遇した。上野東京ラインが開業してから早８年たったものの、筆者は未

だ常磐線が品川まで直通することに違和感を感じる。また、E257 系には、185 系が完全に世

代交代したのかと感慨深く感じる。東京で乗客がかなり入れ替わり、立客が少し増加した。 

 熱海から２時間ほど経ち、普段なら東京から群馬に到着している時分(筆者はケチなため常

に新幹線ではなく高崎線を利用する)であるが、車窓を見るとまだ東京で、大宮にすら着いて

いない。熱海からの乗り通しはいかに困難なことであるかがうかがえる。なお、熱海から乗り通

していた男性客がもう１人いたが、埼玉県内に入るか入らないかくらいのところで下車している

ことに気がついた(混雑していて対向の座席が見えなかったなめどこで下車したかわからなか

った)。上野では入れ替わりは少なく、立客も減った。尾久では１０号車の乗降は全くなかった。

赤羽で座っている客も含めてかなり変化した。この時点で立客は３０人程度だった。その後浦

和では降車は少なく１０人ほど乗車、さいたま新都心は１，２人が乗車した。 

 しかし、大宮で乗客の半数が降車し、それ以上の人が乗車した。対向の窓は見えず、夕方ラ

ッシュの様相を見せた。筆者はそこまで大宮の通勤事情を知らないが、毎日このようであるの

か、土曜日だからこれでも少ない方なのかと疑問に思う(筆者は高崎線では東京方面へ乗り通

すことが多いため発車時で座ってしまえば大宮の混雑は何ら問題なく、数か月前大宮を訪れ

た際は朝の混雑を避けるため東武東上線にて川越経由を行った)。ただし、ビジネス客はかな

り少なそうで、週末の緩やかな雰囲気が満員の車内に漂っていた。 

 宮原では乗った人が２人、降車はほぼいなかった。上尾では立客の 3 分の２以上減少し、乗

客も１０人ほどいた。朝も夕方も大きな流れを見せるのはやはり上尾であった。これ以降、乗降

は北上尾では１、２人、桶川数人、北本７、８人だったが、朝の桶川ほど人数が多いとは感じな
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かった(朝の桶川駅の混雑はすさまじいと常に感じる)。北鴻巣では１人、吹上では６、７人、行

田では数人が下車した。熊谷で初めて空席が発生し、私の隣にいた(つまりボックスシートで前

高生男子に囲まれていた)若い女性客は空席を見ると対向のボックスシートに移動した。籠原

では１１～１５号車の切り離しを行うが、その１１～１５号車からかなりの降客があった。そこから

こちらの号車に移る人はほぼおらず、全員がエスカレーターに向かって歩いていった。籠原を

利用する人は全員前寄り５両を使うのかと思うほどの盛況ぶりであった。 

 ここで我々はようやく高崎線１０両区間に入ったのかと感慨深く思う(同行前高生２人はそんな

こと思っていなかったのかもしれないが)。深谷で車内を見ると座席は 1人おきに座るくらいで、

立つ人もいた。岡部では野球部と思われる高校生が 1 人下車した。同じ高校生としてその学

生が甲子園に行くことを強く望む。本庄で２０人ほどが下車し、立客はなくなった。ここで１０号

車の乗客を数えてみると１３人だった。神保原では隣(9 号車)から 1 人降りたほか動きはなかっ

た。そして新町で 3 人、倉賀野で２人が下車したところでいよいよ高崎に到着した。実に３時間

４２分の上野東京ライン普通の乗車であった。 

写真はすべて筆者撮影 
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最も新しい新幹線 西九州新幹線！ 

9月 23日、⻄九州新幹線が開通し

ました。⻄九州新幹線は、武雄温泉

駅から⻑崎駅までを結んでいる最も

新しく、最も短い新幹線。博多から向

かうときは、リレーかもめにのって、

武雄温泉駅に向かう必要がありま

す。私自身、先月、乗ってきたので、

その感想や⻄九州新幹線について

をまとめていきたいと思います。 

1 なぜ、博多から⻑崎まで繋がないの? 

ここが⻑崎新幹線の大きなポイントになるのではないでしょうか。⻄九州新幹線は新

幹線は、開発当初から佐賀県と対立していました。その理由としては、すでに、佐賀

県を通っている特急でも早く、本数も多く確保されているため、新幹線を新たに採用

するのは予算的にあっていないと判断したからです。途中、ミニ新幹線やフリーゲー

ジトレインを検討しましたが、結局は新幹線リレー号として従来の線路を使うこととな

りました。そのため、今は博多〜武雄温泉間の新幹線計画はうまく進んでいません。

(かなりざっくりとした説明でごめんなさい) 

 

2 ⻄九州新幹線の車両 

⻄九州新幹線で使われている車両は

「N700S」です。最近、東海道山陽新幹

線で走り出したのと同じ車両を使ってい

ます。六両編成で指定席は 4〜6号

車、自由席は 1〜3号車に設定されて

います。自由席は「三列二列」、指定席

は余裕のある「二列二列」の設定になっ

ています。指定席は車両ごとに座席のデザインが異なります。車両のデザインは九州

の鉄道を中心にデザインしている水戶岡鋭治さんによって作られました。デザインコ

ンセプトは「九州らしいオンリーワンの車両」。赤と白を基調としたボディに「つばめ」と

毛筆で書かれている美しいデザインに思わず見とれてしまいます。 
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3 実際に乗ってみて(博多〜⻑崎) 

【行き】 

先程書いたように、博多から⻄九州新幹線に

乗るにはリレーかもめというものに乗る必要が

あります。新幹線リレー号に使われている列車

は、787系、885系、783系です。私は、行きは

787系に乗りました。博多から、武雄温泉駅ま

では約一時間程度かかり、武雄温泉駅では同

じホームで新幹線かもめに乗ることができま

す。武雄温泉駅の乗り換え時間は約三分ほど

でゆっくりと写真をとっている暇はありません。

行きは自由席を取りました。自由席は⻩色のデザインでとてもシンプルでしたが暖か

さを感じました。リクライニングがかなり後ろの方まで倒れたのが印象的でした。座席

は固めなので少し頭が痛いと感じました。ですが、武雄温泉から⻑崎までの新幹線区

間は 67km しかないので、なんと 30分ほどで新幹線の旅は終わってしまいます。新

幹線よりも特急区間のほうが⻑いのが少し複雑な気持ちがしました。 

【帰り】 

帰りは、指定席を予約しました。指定席は「二列二列」になっていて、グリーン車なみ

に豪華なデザインになっています。机は座席横の肘掛けから出すタイプで、おしゃれ

でした。武雄温泉から博多までは、行きとは違う 885系でした。一番先頭の車両(自由

席)に乗ってみると、運転席がガラス張りになっていて、正面の風景が見れるようにな

っていました。これは鉄道ファンにはたまらないと思います笑。 

4 まとめ 

いかがだったでしょうか。⻄九州新幹線に

乗る機会は少ないと思いますが、乗るとき

は参考にしてみてください。文章を書かな

いので読みにくかったかもしれませんが、

お読みいただきありがとうございました。 

 

2年 豊田楓芽 
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駅名でしりとりパート２ 
 とある 3人で駅名しりとりしてみました。前回の部誌でも載せた気がしますがもう

一回最初からやります。ただ、前回より２００駅くらい増えてます。 

感想 

① 「ら」「ち」「だ」とかが来ると苦労する。 

② 3文字以上の駅名で競い合いたくなる。 

③ ローカル線の駅より地下鉄駅を言いたくなる。私鉄を言えるとうれしい。 

④ 乗り入れる路線がわからないため答えられない駅がある。 

しりとり 

北朝霞(武蔵野線) 

片瀬江ノ島(小田急江ノ島線) 

舞阪(東海道本線) 

金山(東海道本線、名鉄ほか) 

マキノ(湖西線) 

能代（五能線） 

六本木(東京メトロ日比谷線ほか) 

行田市(秩父鉄道) 

清水(東海道本線) 

逗子・葉山（京急逗子線） 

町田(横浜線、小田急小田原線) 

大日（Osaka Metro谷町線ほか） 

中部国際空港(名鉄空港線) 

太秦(JR山陰本線) 

三軒茶屋(東急田園都市線、世田谷線) 

山手(JR根岸線) 

天下茶屋(Osaka Metro堺筋線ほか) 

八戸ノ里(近鉄奈良線) 

トレードセンター前(南港ポートタウン線) 

江別(函館本線) 

津(紀勢本線、伊勢鉄道、近鉄名古屋線) 

月島(東京メトロ有楽町線ほか) 

幕張本郷(総武緩行線) 

宇美(香椎線) 

御厨(東海道本線) 

谷塚(東武スカイツリーライン) 

軽井沢(北陸新幹線) 

稚内(宗谷本線) 

糸島高校前(筑肥線) 

海老江(JR東西線) 

恵比寿（山手線） 

吹田(JR京都線) 

田老(三陸鉄道) 

浦安(山陰本線、東京メトロ東西線) 

杉戸高野台(東武日光線) 

印旛日本医大(北総鉄道線ほか)  

猪谷(高山本線) 

仁川(阪急今津線) 

和田山(山陰本線、播但線) 

前橋大島(両毛線) 

馬橋(JR常磐線各駅停車、流鉄) 

信楽(信楽高原鐵道) 

菊名(JR横浜線、東急東横線) 

那覇空港(沖縄都市モノレール) 

浦和美園(埼玉高速鉄道) 

延岡(日豊本線) 

関内（京浜東北線・根岸線） 

いわき(常磐線、磐越東線)  

京橋(大阪環状線、京阪電車ほか) 

新町(高崎線) 

地下鉄赤塚(東京メトロ有楽町線ほか) 

烏丸(阪急京都線ほか) 
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米原(東海道本線、北陸本線ほか) 

洛西口(阪急京都線) 

千葉ニュータウン中央(北総鉄道) 

上野広小路(東京メトロ銀座線) 

自治医大(宇都宮線) 

池袋(山手線、湘南新宿ラインほか) 

六本木一丁目(東京メトロ南北線) 

目黒(山手線ほか) 

六合(東海道本線) 

鶯谷(山手線、京浜東北線) 

西新宿(東京メトロ丸ノ内線) 

草津(草津線、琵琶湖線) 

つくば(つくばエクスプレス) 

播州赤穂(赤穂線) 

牛久(常磐線) 

九段下(東京メトロ、都営地下鉄) 

高崎(高崎線、上越線ほか） 

京都河原町(阪急京都線) 

中書島(京阪本線・京阪宇治線) 

松阪(紀勢本線、名松線、近鉄山田線) 

柏の葉キャンパス(つくばエクスプレス) 

すすきの(札幌市営地下鉄、札幌市電) 

登別(室蘭本線) 

つつじヶ丘(京王電鉄) 

金沢八景(京急本線、逗子線ほか) 

井土ヶ谷(京急本線) 

山形(奥羽本線) 

武豊(武豊線) 

四谷三丁目(東京メトロ丸ノ内線) 

めじろ台(京王高尾線) 

板橋本町(都営三田線) 

馬堀(嵯峨野・山陰線) 

龍ケ崎市(JR常磐線、関東鉄道竜ヶ崎線) 

芝浦ふ頭(ゆりかもめ) 

内子(内子線、予讃線) 

昆布(函館本線) 

分倍河原(JR南武線、京王線) 

嵐電天神川(京福電鉄線) 

若松(筑豊本線) 

敦賀(北陸本線、小浜線) 

学芸大学(東急東横線) 

呉ポートピア(呉線) 

赤坂見附(東京メトロ銀座線、丸ノ内線) 

気仙沼(気仙沼線、大船渡線) 

松任(北陸本線) 

牛込神楽坂(都営地下鉄大江戸線) 

上大岡(京急本線ほか) 

蒲田(京浜東北線、東急池上線ほか) 

立川南(多摩都市モノレール) 

美濃赤坂(東海道本線赤坂支線) 

鎌倉(横須賀線、江ノ電) 

ラベンダー畑(富良野線) 

京王稲田堤(京王相模原線) 

水上(上越線) 

南船橋(京葉線) 

夙川(阪急神戸線) 

蕨（京浜東北線） 

備後落合(芸備線、木次線) 

泉佐野(南海本線、南海関西空港線) 

のの岳(気仙沼線) 

京阪大津京(京阪電気鉄道石山坂線) 

浦和（京浜東北線、湘南新宿ライン） 

和歌山(阪和線、和歌山線ほか) 

真駒内(札幌市営地下鉄南北線) 

池田(阪急宝塚線) 

だいどう豊里(Osaka Metro今里筋線) 

トマム(石勝線) 

武蔵小金井(中央線) 

岩原スキー場前(上越線) 

越後中里(上越線) 

東金（東金線） 

練馬春日町(都営地下鉄大江戸線) 
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牛込柳町(都営地下鉄大江戸線) 

上野御徒町(都営大江戸線) 

銚子(総武本線、銚子電鉄) 

新前橋（両毛線、上越線） 

新函館北斗(函館本線、北海道新幹線) 

都立大学(東急東横線) 

国定（両毛線） 

伊達紋別(室蘭本線) 

鶴崎(日豊本線) 

衣笠(横須賀線) 

佐野のわたし(上信電鉄) 

心臓血管センター（上毛電気鉄道） 

宝塚(福知山線、阪急宝塚本線、今津線) 

鹿児島中央（九州新幹線、鹿児島本線、

指宿枕崎線） 

宇部(山陽本線、宇部線) 

弁天橋(鶴見線) 

首里(沖縄都市モノレール) 

竜舞(東武小泉線) 

井野(山万ユーカリが丘線、上越線) 

乃木坂(東京メトロ千代田線) 

神立(常磐線) 

鶴見(京浜東北線、鶴見線) 

宮島口(広電) 

筑後船小屋(九州新幹線、鹿児島本線) 

野洲(東海道本線・琵琶湖線) 

駿河小山(御殿場線) 

舞阪（東海道線） 

舞阪は出ていたので撤回します 

前橋（両毛線） 

新千歳空港(千歳線) 

魚沼丘陵(北越急行ほくほく線) 

梅田(Osaka Metro御堂筋線) 

代田橋(京王線) 

新開地(阪急神戸高速線ほか) 

千城台(千葉都市モノレール) 

五日市(山陽本線) 

地下鉄成増(東京メトロ有楽町線、副都

心線) 

すずらんの里(中央東線) 

東京(東海道新幹線、山手線ほか) 

上野(東北新幹線、山手線ほか） 

野木(宇都宮線) 

岐阜(東海道本線、高山線) 

婦中鵜坂(高山本線) 

鹿島サッカースタジアム(大洗鹿島線) 

武蔵溝ノ口(南武線) 

秩父(秩父鉄道) 

豊後竹田(豊肥本線) 

竹ノ塚(東武スカイツリーライン) 

合戦場(東武鉄道日光線) 

原木中山(東京メトロ東西線) 

マリンパーク(神戸新交通六甲ライナー) 

蔵前(都営浅草線、大江戸線) 

駅前(豊橋鉄道) 

江戸川(京成本線) 

鷲宮(伊勢崎線) 

八雲(函館本線) 

用宗(東海道本線) 

練馬(西武池袋線ほか) 

牧志(沖縄都市モノレール) 

新宿(山手線、埼京線ほか) 

空港第 2ビル（京成本線ほか） 

留辺蘂(石北本線) 

別府大学(日豊本線) 

九頭竜湖(越美北線) 

小幌(室蘭本線) 

六町(つくばエクスプレス) 

浦添前田(沖縄都市モノレール) 

台場(ゆりかもめ) 

馬喰横山(新宿線) 

松井山手(片町線) 
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てだこ浦西(沖縄都市モノレール) 

下板橋(東武東上線) 

七軒茶屋(可部線) 

八事日赤(名古屋市営地下鉄名城線) 

吉祥寺(中央線、井の頭線) 

神保町（都営地下鉄新宿線、三田線） 

梅屋敷(京急線) 

近鉄名古屋(名古屋線) 

八千代緑が丘(東葉高速鉄道) 

刈谷(東海道本線) 

大和西大寺（近鉄奈良線、橿原線ほか） 

城野(日豊本線、日田彦山線)  

野田新町(東海道本線) 

千種(中央本線ほか) 

嵯峨嵐山(嵯峨野・山陰線) 

松本(篠ノ井線、大糸線、アルピコ交通) 

豊橋(東海道本線、東海道新幹線ほか) 

市立病院前(沖縄都市モノレール) 

江戸川橋(東京メトロ有楽町線) 

昭和島(東京モノレール羽田空港線) 

松江（山陰本線） 

越後湯沢(上越新幹線、上越線) 

ＹＲＰ野比(京急久里浜線) 

びわ湖浜大津(京阪京津線・石山坂本線) 

壺川(沖縄都市モノレール) 

若井(予土線、土佐くろしお鉄道) 

稲荷(奈良線) 

竜王(中央本線) 

臼杵(日豊本線) 

京終(桜井線) 

天空橋(東京モノレールほか) 

新大塚(東京メトロ丸ノ内線) 

掛川(東海道本線、東海道新幹線) 

和田塚(江ノ島電鉄) 

葛西(東京メトロ東西線) 

磯辺(信越本線) 

弁天島(東海道本線) 

万座・鹿沢口(吾妻線) 

筑豊直方(筑豊電気鉄道) 

高崎商科大学前（上信電鉄） 

恵庭(千歳線) 

鷲宮(東武伊勢崎線) 

八瀬比叡山口(叡電) 

中部天竜(飯田線) 

上田(北陸新幹線、しなの鉄道) 

大師前(東武大師線) 

江ノ島(江ノ電) 

枕崎(指宿枕崎線) 

北上尾(高崎線) 

桶川（高崎線） 

和邇(湖西線) 

西鉄福岡(西鉄) 

鹿児島中央(九州新幹線、鹿児島本線) 

牧野(京阪本線) 

能登川(東海道本線) 

和歌山市(南海本線紀勢本線) 

新百合ヶ丘(小田急小田原線・多摩線) 

烏丸御池（京都市営地下鉄ほか） 

京急新子安(京急線) 

水天宮前(営団半蔵門線) 

恵那(中央本線、明知鉄道) 

中之条（吾妻線） 

運河パーク(YOKOHAMA AIR CABIN) 

樟葉(京阪本線) 

羽沢横浜国大(相模鉄道新横浜線ほか) 

稲永(あおなみ線) 

石川町(京浜東北線) 

内海(名鉄知多新線) 

みなとみらい(みなとみらい線) 

岩槻(東武アーバンパークライン) 

紀伊天満（紀勢本線） 

松島(東北本線) 
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摩耶(神戸線) 

八潮(つくばエクスプレス) 

尾久（高崎線） 

久里浜(横須賀線) 

まつだい(ほくほく線) 

生駒(近鉄奈良線、生駒線) 

巻(越後線) 

北本（高崎線） 

舎人(日暮里舎人ライナー) 

栗林公園北口(高徳線) 

中央前橋（上毛電鉄） 

渋谷(山手線、埼京線、東急東横線ほか) 

八木原（上越線、吾妻線） 

来迎寺(信越本線) 

Jヴィレッジ(常磐線) 

JR総持寺(JR京都線) 

JR淡路(おおさか東線) 

JR藤森(奈良線) 

栗東（東海道本線） 

梅が丘(小田急) 

神楽坂(東京メトロ東西線) 

函南（東海道本線） 

三鷹(中央線快速、中央・総武緩行線、

東京メトロ東西線直通西船橋方面) 

亀有（常磐線） 

りんくう常滑(名鉄空港線) 

名鉄名古屋(名古屋鉄道) 

大和西大寺（近鉄奈良線） 

山口(山陽本線) 

中国勝山(姫新線) 

幕張豊砂(京葉線) 

中野坂上(東京メトロ丸ノ内線) 

越中島(京葉線) 

町屋(京成本線、東京メトロ千代田線) 

大和八木(近鉄線） 

行徳(東京メトロ東西線) 
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前高鉄研による写真展 
 

←キハ 40 或る列車(2年豊田撮影) 

 

 

 

 

 

E261系 サフィール踊り子(2年青木撮影)→ 

 

 

 

 

 

 

←東武 200型りょうもう号(1年細谷撮

影) 

 

 

 

 

 

 

近鉄 80000系 ひのとり(3年牧口撮影)→ 

 

 

 

 

編集長評 

九州まで行って或る列車を撮影す

るとはまさに鉄研魂ですね 

編集長評 

編集長も春休みにサフィールを見

たかったのにかないませんでした 

編集長評 

りょうもう号はいつ新型車両に置

き換わるかと心配しているのにな

かなか置き換わりませんね 

編集長評 

近鉄の名阪特急への力の入れよう

がよくわかりますね 
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前高鉄研とは・・・？ 
 前橋高校鉄道研究部は、現在 1年生 3名、2年生 3名、3年生 4名で活動しています。鉄

道を愛する人たちが集まっていますが、中には模型が好きで入った方もいるようです。活動

は、前橋高校の文化祭「蛟龍祭」や群馬県総文祭、全国鉄道模型コンテストへのジオラマの出

展です。上電イベントへのジオラマ出展はコロナによりしばらくできず、今回が久しぶりの出展

となります。また、部誌「あかぎ」の執筆も不定期ながら行っています(昔は年に 4回くらい発行

していたらしい)。 

 

編集後記 
本日は、前高鉄研部誌「あかぎ」をお読みくださいましてありがとうございました。 

現在、コロナも収束しつつあり、鉄道旅を大いに楽しめる生活が戻りそうです(今回の部誌を

見る限りもう鉄道旅に従事している部員もいそうですが)。３年間鉄道旅を思うようにできないと

は、鉄道愛好者としては息苦しい限りでした。そんな間に、ローカル路線は赤字が増大し、廃

止が決まったところまであります。我々鉄道を愛好する者としてはできるだけ鉄道を利用して、

そういう路線を残して、活気づけたい限りです(もちろん過度な行動はいけませんね)。最近は

鉄道業界も暗い雰囲気が漂っていますが、災害で寸断された路線の復活、阿佐海岸鉄道の

BRTの取り組みなど、様々な新しいことも行われています。次の部誌ではこれからの鉄道につ

いて論じることにするかも・・・？３年生はそろそろ引退ですが(文化祭がないので残念・・・)、鉄

研一同鉄道への愛は消えることはありません。 

 これにて今回の「あかぎ」は終着となります。またのご利用をお待ちしております。 

 

 

N700系 みずほ・さくら(2年豊田撮影) 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5年 4月 23日 
あかぎ 27号 


